
























































































デモグラフィック変数の影響があると示されている（Lichtenberg, Stickney, & Paulson, 
2013; Lichtenberg, Sugarman, Paulson, Ficker, & Rahman-Filipiak, 2016）。 例 え ば，
Lichtenberg et al.(2016) は，年齢が若く，教育歴が長く，抑うつ傾向が高い人ほど詐欺被害
にあった経験があるということを明らかにした。
デモグラフィック変数以外にも，詐欺被害者の詐欺に対する脆弱性（vulnerability）の認


































向が備わっている（Bond & DePaulo, 2008）。そして，このような信頼や不信頼の程度によ












































































































































意な差は見られなかった（t (83)＝0.07, p ＝.94, d ＝0.02）。同様に，犯行の手口に関する知識
についても，２つの脆弱性群の間で差があるかどうかを検証したところ，有意な差は見られ
























































因子構造の当てはまりは十分であるとは言い難いことが示された（χ2＝ 61.556, df =26, p 



































































脆弱性の認知に対して家族の有無が有意な正の影響を及ぼしていた（B＝0.81, SE B=0.39, 
β=.35, p＜.05）。この結果は，離れていても家族がいるという人の方が，詐欺被害に遭う可
能性を考えるということを意味する。さらに，調査対象者の年齢が，脆弱性の認知に対して
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人は誰もが嘘をつくと思う １ ・ ２ ・ ３ ・ ４
嘘をつかないと言う人物の言うことは信じら
れない
１ ・ ２ ・ ３ ・ ４
他者が私に対して全く真実であるわけではな
いと感じる
１ ・ ２ ・ ３ ・ ４
多くの人は，相手が聞きたいと思うことのみを
伝えている




１ ・ ２ ・ ３ ・ ４
人は本心を滅多にあなたに話さない １ ・ ２ ・ ３ ・ ４
人と付き合う上で，最も良いものは間違いが明
らかになるまで相手を信頼することだと思う
１ ・ ２ ・ ３ ・ ４
不正直は人の性質の一部である １ ・ ２ ・ ３ ・ ４
初対面の人と会ったときに，その人はおそらく
何かについて嘘をつくだろうと思っている
１ ・ ２ ・ ３ ・ ４
多くの人は基本的に正直である １ ・ ２ ・ ３ ・ ４
正直者は痛い目を見ると思う １ ・ ２ ・ ３ ・ ４
見知らぬ人に道を尋ねるときに，その人が本当
のことを話したかどうかしばしば疑問に思う
１ ・ ２ ・ ３ ・ ４
人と話している時，その人の言うことを信じや
すい方である
１ ・ ２ ・ ３ ・ ４
人は滅多にあなたに対して嘘をつかない １ ・ ２ ・ ３ ・ ４
多くの人は，正直者が最も人間関係を築くのに
良いという考えをもっていると思う





































Recently, the fraud suffering is sever issue, therefore, the development of effective 
measures is needed. Indeed, the most of sufferer are elderly. To protect them, we must 
understand why the elderly would be caught the fraud suffering. The purpose of this study 
was to examine the environment surrounding the elderly, psychological trait and acquired 
knowledge for the fraud suffering, and indicate whether these factors have effect on their 
vulnerability. People who attend facility for the elderly (N=99, Mage=81.95) participated in 
this study. The result revealed that the most of elderly recognized “ore ore swindle”, but 
knew other kind of frauds and crime methods. Surprisingly, the 80 % of this sample 
considered themselves as not being caught the fraud suffering. In terms of suspicion that 
might be related to vulnerability, the men who were tend to show low vulnerability were 
more suspicious to others than those who were high vulnerability. The existence of family 
significantly increased the vulnerability of female, whereas the older age was tend to 
decrease them. The subscale of Suspicion Scale didn’t clearly contribute to their vulnerability. 
Future research was discussed.
Keywords：suspicion, generalized suspicion scale, fraud, vulnerability.
Could people who are suspicious encounter the fraud?： 
A survey of the elderly
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